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厚生労働省指定通信教育

人体の構造と機能及び疾病

【時間数】
印刷教材授業90時間（一学期・二学期）

【担当講師】
　立脇　一美

【学習の目標・内容】
目標
1　心身機能と身体構造及び様々な疾病や障害の概要について、人の成長・発達や日常生活との関係を踏まえて理解する。
2　国際生活機能分類（ICF）の基本的考え方と概要について理解する。
3　リハビリテーションの概要について理解する。
内容
1　人の成長・発達
2　心身機能と身体構造の概要
3　国際生活機能分類（ICF）の基本的考え方と概要
4　健康の捉え方
5　疾病と障害の概要
6　リハビリテーションの概要

【学習のポイント】
本科目は、社会福祉士としての実践プロセスであるソーシャルワーク・ケアマネジメント・他職種との連携において、必要な医学的知識の習得を目指して学習を展開する。医学の一般的な知識と一言で括ることは簡単であるが、それは多分野にわたり、人体の構造や機能を中心とする解剖生理学的な理解、疾患や障害の理解、リハビリテーションの概要、健康のとらえ方、公衆衛生、統計など広範囲な領域を含有するものとなっている。
本科目の学習を展開するにあたって、重要なポイントを以下に7点紹介する。
第一のポイントは、人間を生命体としての共通機構をもった生物としてとらえる視点と、共通性のない個人の特性の部分としてとらえる視点を併せ持ち、対象者を理解することである。人間のライフサイクルを、胎児期から高齢期までに分け、それぞれの性差も考慮し、身体的・精神的・社会的側面から対象者を理解することが大切である。特に高齢期における病態・精神面の変化などを十分に知ることが重要であると考える。
第二のポイントは、社会福祉士として医療従事者と連携をする中で、人間の身体構造や心身の機能を正確に理解することである。身体各部の名称や専門用語を知り、解剖学・生理学・病理学的な視点から身体のメカニズムを学ぶことが必要となる。脳の構造やホルモン機構、循環器・消化器系のメカニズムを熟知し、特に高齢者におこりやすい「脱水」や「高血圧」の病態を理解することが重要となる。
第三のポイントは、各種疾患の原因・症状・治療・ケア・予後を正確に理解することである。特に生活習慣病や、高齢者に多い疾患、感染症、先天性疾患、介護保険の特定疾患、難病などに着目することが大切である。
第四のポイントは、ソーシャルワークやケアマネジメントの対象者は、障害者であることが多く、障害に関する理解を深めることである。1980年に国際障害分類（ICIDH）の概念が確立されたが、2001年に国際生活機能分類（ICF）が導入され、障害者の状態を生活面や本人の社会面（生きがい）から見つめ、生きることを肯定的にとらえようとする視点が加えられた。従来の「医学モデル」や「社会モデル」を融合したこの概念を理解し、環境因子や個人因子といった関連要因の中で障害を総合的にとらえることが大切であり、それが障害理解に繋がるのではないかと考える。
第五のポイントは、一つひとつの障害の病態について詳細に学習をすることである。その中で、特に医学的知識としての障害の病態や、支援方法を具体的に理解することが大切であると考える。障害者基本法の中で、「障害」は身体障害・知的障害・精神障害に分類されており、そこに先天的か後天的かといった要因や年齢要件も兼ね合わせ、具体的に学習をすすめていかなければならない。年々増加している認知症や双極性感情障害、また外見上非常に分かりにくい高次脳機能障害などについても、理解を深めておくことが大切である。
第六のポイントは、リハビリテーションの概要について十分な知識をもつことである。従来の考え方では、リハビリテーションとは単純に「機能訓練をすること」と思われがちであるが、現在は「全人的復権」を目指し、対象者の人間らしく生きる権利を保障するための手段であると解釈する必要がある。また予防医学の概念から、「廃用症候群」といった生活不活発から起因する生活上の悪循環のシステムを理解し、リハビリテーションを通して、悪循環を断ち切るようルートを提供することも社会福祉士としての重要な役割であると考える。「包括的リハビリテーション」といった生活機能全般を向上させる方法論についても、十分に学習を積んでおくことが大切である。
第七のポイントは、健康とは何かという概念の把握と、「健康日本21」を中心とした健康作りの考え方の理解である。同時に公衆衛生に関与して、感染症対策などの知識も十分に持つことが必要であると考える。
社会福祉士として、対象者への支援を行うにあたって、心身の状況を正確に把握することは非常に重要なことである。また社会福祉士が向き合う対象者とは、一個人でない場合もあり、広い意味での医学の動向や、対象者を取り囲む周辺部分の法規にも目を向け、最新の情報を得ることが大切である。「人体の構造と機能及び疾病」という領域には、一見非常に難解なイメージが付きまとう。しかし人間の「生活行動」を、人体の各部がどのように機能し調整し合っているかを考え、自分の身体に置き換えると比較的理解しやすいものとなる。本科目を学ぶにあたって、生活領域の中から上記内容をとらえると、本当の意味での生きた知識が習得できるのではないかと考える。



【主教材】
『新・社会福祉士養成講座①　人体の構造と機能及び疾病』
（第3版　2015年2月刊行　中央法規出版）

【推薦参考図書】
◎『からだのしくみ事典』（浅野伍朗監修、成美堂出版、2015年）
◎『目でみるからだのメカニズム（第2版）』（境章、医学書院、2016年）
◎『よくわかる解剖生理』（竹内修二、医学芸術社、2007年）
◎『こころとからだのしくみ』（長谷川和夫、遠藤英俊編著、建泉社、2009年）
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